
　
平
成
１８
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
２
千
１１４
億
円
で
、
前
年
度
よ

り
１２
億
円
、
０.６
％
の
増
額
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
特
別
区
債
の
借

り
換
え
と
、
基
金
の
再
編
整
備
に
伴
う
歳
入
・
歳
出
の
一
時
的
な

増
減
を
除
い
て
、
実
質
的
な
比
較
を
す
る
と
、
対
前
年
度
比
で
41

億
円
、
２.０
％
の
増
額
予
算
で
あ
る
。
編
成
の
方
針
と
し
て
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
「
選
択
と
集
中
の
徹
底
」
、
来

た
る
べ
き
施
設
更
新
に
備
え
て
、
一
般
財
源
に
見
合
っ
た
歳
出
フ

レ
ー
ム
達
成
に
向
け
て
の
、
人
件
費
抑
制
を
中
心
と
し
た
「
経
常

的
事
業
費
総
枠
の
抑
制
」
、
各
事
業
拡
大
に
よ
る
支
出
増
に
つ
い

て
は
、
そ
の
財
源
を
事
前
に
明
示
す
る
な
ど
の
「
ペ
イ
・
ゴ
ー
・

ル
ー
ル
」
特
区
や
、
市
場
化
テ
ス
ト
の
活
用
を
前
提
と
し
た
「
官

民
役
割
分
担
の
明
確
化
」
、
そ
し
て
、
鉄
道
立
体
化
事
業
関
連
な

ど
を
中
心
と
し
た
「
基
金
残
高
の
早
期
回
復
」
の
５
つ
の
柱
で
編

成
さ
れ
て
い
る
。
定
率
減
税
廃
止
な
ど
に
よ
る
歳
入
の
上
方
修
正

に
よ
っ
て
、
平
成
１６
年
度
ス
タ
ー
ト
の
複
数
年
度
方
式
の
目
標
数

値
は
、
や
や
修
正
さ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
、
平
成
２０
年
度
ま
で

に
「
歳
入
見
合
い
予
算
」
実
現
に
は
い
ま
だ
遠
く
、
更
な
る
支
出

削
減
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

�

特
に
経
常
的
経
費
総
枠
の
抑
制
は
、
経
常
収
支
比
率
に
直
接
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
区
財
政
回
復
に
は
欠
か
せ
な
い
。

�

平
成
１８
年
度
予
算
を
見
る
と
、
経
常
的
事
業
は
生
活
保
護
の
扶

助
費
な
ど
の
増
が
あ
る
一
方
で
、
一
般
行
政
費
等
の
減
に
よ
る
対

前
年
度
比
１０
億
円
の
減
を
見
込
み
、
投
資
的
事
業
に
同
額
の
１０
億

円
増
を
盛
り
込
ん
だ
点
は
、
こ
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
区
の

「
将
来
に
向
け
て
」
と
い
う
、
ゆ
る
ぎ
な
い
強
い
姿
勢
を
印
象
づ

け
る
、
大
き
な
評
価
に
値
す
る
。

�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
給
付
費
増
に
よ
る
３９
億
円

の
増
額
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
法
改
正
に
伴
う
３
億
円
の
減

額
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
は
、
対
象
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う

総
医
療
費
の
減
に
よ
る
９
億
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
３
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
は
、
２３５
億
円
、
対
前
年
度
比
１３
億
円
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
一
般
会
計
と
比
べ
て
特
別
会
計
は
性
質
上
、
工

夫
し
づ
ら
く
、
一
般
会
計
で
努
力
す
る
こ
と
が
最
善
の
方
法
で
あ

り
、
三
位
一
体
の
改
革
、
主
要
５
課
題
な
ど
正
念
場
を
迎
え
る
１８

年
度
は
、
な
お
一
層
の
情
報
収
集
や
対
応
能
力
が
問
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
決
意
で
、
予
算
執
行
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

最
後
に
、
本
特
別
委
員
会
の
わ
が
党
の
質
問
、
要
望
に
留
意
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
。

�

平
成
18
年
度
は
区
長
２
期
目
の
仕
上
げ
の
年
で
あ
り
、
４
月
に

は
、「
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ
ザ
」
が
開
設
し
、
秋
に「
東
京
芸
術

大
学
千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
開
校
す
る
な
ど
夢
が
実
現
す
る
年
で

あ
る
。
更
に
新
田
、
西
新
井
駅
西
口
の
再
開
発
や
日
暮
里
・
舎
人

線
の
１９
年
度
開
通
等
の
都
市
基
盤
整
備
に
よ
り
、
ま
ち
の
姿
が
変

わ
る
中
、
区
政
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
三
位
一
体
の
改
革
、
主
要
５
課
題
の
問
題
は
、
区
政

運
営
に
多
大
な
影
響
が
あ
り
動
向
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
一
方
、
’０７
年
問
題
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
る
都
市
部
の

急
激
な
高
齢
化
と
少
子
化
へ
の
対
応
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

�
１８
年
度
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
２
千
１４４
億
円
で
、
前
年
度

比
１２
億
円
０.６
％
の
増
額
と
な
っ
た
。
実
質
ベ
ー
ス
で
は
、
対
前
年

度
比
で
41
億
円
の
増
額
予
算
と
な
り
、
財
政
調
整
交
付
金
の
１８
年

度
に
お
け
る
増
収
見
込
み
額
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
た
。
自
主
財
源

の
安
定
的
確
保
は
不
可
欠
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
や
市
場
化
テ

ス
ト
の
活
用
を
進
め
、
既
存
の
仕
組
み
を
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
。

�

区
長
は
本
予
算
を
「
協
働
で
く
ら
し
と
文
化
と
産
業
を
育
む
予

算
」
と
銘
打
ち
、
基
本
構
想
・
計
画
の
目
指
す
「
協
働
で
築
く
力

強
い
足
立
区
の
実
現
」
の
た
め
計
上
し
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
推
進
事
業
は
包
括
予
算
制
度
を
補
完
し
、
更
な
る
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。

「
魅
力
と
個
性
の
あ
る
美
し
い
生
活
都
市
」
で
は
、
竹
ノ
塚
駅
付

近
鉄
道
立
体
交
差
化
の
早
期
実
現
に
向
け
、
６０
億
円
の
基
金
積
立

を
達
成
し
区
の
強
い
決
意
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

「
自
立
し
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
都
市
」
で
は
、
子

育
て
サ
ロ
ン
の
整
備
や
平
日
夜
間
小
児
初
期
救
急
診
療
事
業
に
着

手
し
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
は
入
院
費
を
小
学
校
３
年
生
ま
で
拡

大
す
る
が
、
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
拡
大
を
強
く
望
む
。

「
人
間
力
と
文
化
力
を
育
み
活
力
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
で
は
、

団
塊
世
代
の
地
域
回
帰
推
進
事
業
を
立
ち
上
げ
、
東
京
芸
術
大
学

千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
学
、
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
区
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
な
り
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

今
後
の
行
財
政
運
営
は
、
人
口
減
少
社
会
を
視
野
に
入
れ
た
施

策
形
成
、
特
に
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
み
、

我
が
党
が
主
張
す
る
事
業
仕
分
け
の
精
神
を
汲
み
取
っ
て
、
区
民

と
の
協
働
に
よ
り
積
極
的
に
行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

�

最
後
に
本
委
員
会
で
、
我
が
党
の
委
員
か
ら
の
提
案
、
要
望
は
、

新
年
度
予
算
の
執
行
や
区
政
運
営
に
反
映
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
区
は
新
年
度
予
算
を
「
協
働
で
く
ら
し
と
文
化
と
産
業
を
育
む

予
算
」
と
命
名
し
た
が
、
協
働
を
呼
び
か
け
る
区
民
の
状
況
は
、

国
の
「
構
造
改
革
」
に
よ
る
税
制
改
正
で
延
べ
３２
万
３
千
人
以
上

の
区
民
に
約
２１
億
４
千
万
円
も
の
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
区

の
81
事
業
で
負
担
増
や
施
策
か
ら
排
除
さ
れ
る
約
２８
万
人
の
区
民

に
、
約
２２
億
９
千
万
円
の
影
響
を
与
え
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
医

療
保
険
改
正
、
介
護
保
険
改
正
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
な

ど
に
よ
っ
て
重
い
負
担
と
社
会
保
障
切
り
捨
て
に
よ
る
不
安
が
区

民
に
お
そ
い
か
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
の
政
治
か
ら
区
民
の

く
ら
し
を
守
る
立
場
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
が
今
回
の
新
年
度
予
算
に

求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
区
は
、
区
民
の
く
ら
し
の
痛
み
に
目
を
向

け
ず
、
介
護
保
険
の
制
度
改
悪
で
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
か
ら
は
ず
さ
れ

る
高
齢
者
に
対
し
て
、
区
独
自
の
救
済
策
を
講
じ
る
考
え
も
な
く
、

介
護
保
険
外
サ
ー
ビ
ス
も
一
緒
に
廃
止
。
さ
ら
に
、
住
区
セ
ン
タ

ー
の
有
料
化
な
ど
、
区
民
負
担
増
を
一
層
押
し
付
け
て
い
る
。

�

一
方
で
、
投
資
的
経
費
を
214
億
円
増
や
す
予
算
を
組
ん
で
い
る

が
、
年
度
当
初
か
ら
計
上
す
る
必
要
が
な
い
事
業
も
数
多
く
あ
る
。

さ
ら
に
、
�
足
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
ツ
へ
の
事
務
手
数
料
に

代
表
さ
れ
る
、
区
民
が
納
得
し
な
い
支
出
や
、
竹
の
塚
公
共
駐
車

場
の
運
営
を
め
ぐ
り
特
定
事
業
者
を
優
遇
す
る
区
の
姿
勢
は
批
判

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

�

ま
た
、
17
年
度
の
最
終
補
正
で
は
138
億
円
を
積
み
立
て
、
積
立

金
残
高
は
439
億
７
千
600
万
円
と
な
り
、
財
源
に
余
力
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
我
が
党
は
、
お
金
の
使
い
方
を
変
え
れ
ば
十
分

区
民
の
生
活
を
支
え
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
立
場
か

ら
、
予
算
の
組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
を
提
出
し
た
。
区
の
予
算

の
わ
ず
か
1.9
％
を
組
み
替
え
る
だ
け
で
、
区
民
生
活
を
支
え
る
予

算
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
が
党
の
提
案
は
、
否
決
さ
れ
た

が
、
今
後
の
足
立
区
政
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

�
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
は
、
保
険
料
値
上
げ
と
利
用
抑
制
が

お
こ
る
こ
と
に
な
り
、
到
底
区
民
が
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

�

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
は
、
均
等
割
り
の
値
上

げ
で
所
得
が
低
い
人
ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

到
底
賛
成
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。
最
後
に
、
本
委
員
会
で
生
活

保
護
受
給
者
の
増
加
の
原
因
が
、
あ
た
か
も
不
正
受
給
に
あ
る
か

の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
生
活
苦
に

あ
え
ぐ
区
民
を
敵
視
し
、
区
民
の
く
ら
し
を
省
み
な
い
発
言
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

　
平
成
１８
年
は
、
小
泉
政
権
で
強
行
さ
れ
た
所
得
税
の
定
率
減
税

の
縮
減
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
負
担
増
が
区
民
・
国
民
に
課
せ

ら
れ
る
一
年
で
あ
る
。
特
に
区
内
で
は
景
気
回
復
を
実
感
で
き
ず
、

ほ
と
ん
ど
の
区
民
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
加
え
て
、

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
増
大
す
る
扶
助
費
の
手

当
て
、
公
共
施
設
の
大
量
更
新
の
財
源
確
保
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。

�

一
方
で
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
や
都
区
の
役
割
分
担
に
つ
い

て
決
着
が
つ
か
ず
、
区
財
政
は
不
安
定
な
状
況
下
に
あ
る
。

�

そ
の
よ
う
な
中
で
編
成
さ
れ
た
平
成
１８
年
度
予
算
で
あ
る
が
、

区
民
と
の
協
働
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
努
力
は
、
評
価
に
値
す
る
。

�

特
に
子
育
て
サ
ロ
ン
の
拡
充
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
付
の
回
収
機
設
置
、
地
域
の
防
犯
リ
ー
ダ
ー
育
成
や
青
色
灯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
支
援
な
ど
評
価
す
る
。

�

し
か
し
、
経
費
削
減
に
し
て
も
ま
だ
ま
だ
の
感
が
あ
り
、
施
策

の
優
先
順
位
や
区
民
要
望
に
関
し
て
も
、
行
政
と
区
民
の
間
に
乖

離
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
行
政
意
識
の
域
を
未
だ
脱
し
て
お

ら
ず
、
危
機
感
も
熱
意
も
弱
い
こ
と
は
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

�

区
民
は
「
区
役
所
の
星
」
で
あ
る
職
員
に
さ
ら
な
る
意
識
改
革

を
期
待
し
て
い
る
。
同
時
に
情
報
の
重
み
と
対
処
に
つ
い
て
、
今

回
の
就
学
援
助
に
関
す
る
一
連
の
報
道
だ
が
、
数
字
上
の
事
実
は

事
実
と
し
て
受
け
止
め
て
、
正
し
く
分
析
を
し
、
対
策
が
必
要
で

あ
る
な
ら
ば
早
期
に
対
応
す
べ
き
だ
が
、
誇
大
に
そ
れ
も
興
味
本

位
に
報
道
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
対
策
も
必
要
だ
。
六
本
木
族
の

対
極
に
足
立
区
族
が
あ
る
が
ご
と
き
に
イ
メ
ー
ジ
を
作
ら
れ
て
は
、

放
っ
て
置
け
る
も
の
で
は
な
い
。
区
が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
や
、

国
お
よ
び
都
の
問
題
点
や
改
善
す
べ
き
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
も
含
め
、

積
極
的
に
訴
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
終
わ
り
に
次
の
こ
と
を
指

摘
す
る
。
「
生
活
保
護
の
適
正
な
執
行
と
自
立
支
援
に
努
め
る
こ

と
」
「
保
育
の
待
機
児
解
消
策
は
、
地
域
格
差
が
な
い
よ
う
進
め

る
こ
と
」
「
区
役
所
の
平
日
夜
間
の
部
分
開
庁
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
こ
と
」
「
綾
瀬
川
の
境
田
排

水
場
付
近
の
人
道
橋
を
早
急
に
架
け
る
こ
と
」
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

亀
有
方
面
へ
の
運
行
本
数
の
増
加
、
東
京
地
下
鉄
に
綾
瀬
か
ら
北

綾
瀬
間
の
運
行
本
数
の
増
加
を
求
め
る
こ
と
」
「
日
暮
里･

舎
人

線
の
事
業
者
に
、
放
置
自
転
車
対
策
に
応
分
の
責
務
を
果
た
し
て

も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
」
「
区
独
自
の
芸
術
、
文
化
、
歴

史
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
」
。
以
上
の

点
を
十
分
に
念
頭
に
置
い
て
、
執
行
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。


